
　　　　　　　　　　　　　　　

1 その価格により入札した理由

2
契約対象工事付近の手持ち工事
の状況

3
契約対象工事に関連する手持ち
工事

4
契約対象工事箇所と入札者の事
務所、倉庫等との関連（地理的
条件等）

5 手持ち資材の状況

6 資材購入先及び購入先との関係

7 手持ち機械の状況

8 機械リース元一覧

9 労働力の具体的供給の見通し

10 過去に施工した公共工事名等

11
下請契約予定業者名及び同契約
予定額等

12 品質確保体制

13 安全衛生管理体制

14 価格の判断基準

直接工事費

共通仮設費

現場管理費

一般管理費

15 その他

16 判断結果

低入札価格調査の概要

工事の名称 浜園橋橋りょう整備工事（上部工）

入札者名 宇野重工株式会社 神奈川営業所

令和5年1月30日公表日

入札者住所 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央４丁目２番３号

調査基準価格（税抜） 335,498,800円（応札額330,000,000円）

項　目 内　容

各項目の確認を行った結果、本工事の施工については、今回の入札価格において、当該契約が適正に履
行されるものと判断した。

安全衛生教育、点検計画、仮設設置計画及び交通誘導員が適切に計画・計上されていることを確認し
た。

直接工事費で市の積算と乖離が生じた二次素地調整費については、使用する各塗装系の塗装費に含めて
単価設定がされていることを確認した。また、各塗装系の塗装費は過年度実績により定められており、
効率的な部材配置による工数削減や、毎年の塗料の大量購入による塗料費の低減などにより、官積算に
対して原価削減が見込まれた額であることを確認した。

共通仮設費及び現場管理費について、工場従業員や現場技師の工数当り単価は前年度実績により定めた
ものであると確認した。

資材購入先の見積書を確認し、見積金額に基づいて積算がされていることを確認した。

一般管理費について、給料や福利厚生費等の必要経費は算出されていることを確認するとともに、役員
報酬及び役員賞与の削減や、その他会社利益（内部留保金相当分）等について圧縮を見込んでいること
を確認した。

・配置予定技術者については、技術者の資格及び他機関発注工事での配置状況を確認し、本工事への技
術者の配置は可能であることを確認した。
・現在建設業法違反等はなく、下請業者との適正な契約等、市の定める遵守事項を誓約していることか
ら、信用に問題はないと判断した。
・過去に工事中の作業員の転落事故により１か月間の指名停止を受けていたものの、社内マニュアルの
改訂を行い再発防止に努め、その後工事事故は発生していないことから、工事における信用に問題ない
ことを確認した。
・最新の経営事項審査結果より、経営状況に問題はないことを確認した。

品質証明員や出来形管理計画を確認し、工事目的物の品質が確保される体制であることを確認した。

見積書に基づいて積算がされていること、また法定福利費についても必要な費用を見込んで計上されて
いることを確認した。

過去２年の同種工事の工事成績評定の平均点から問題なく履行していることを確認するとともに、その
中で低入札価格調査の対象となった工事については、個別の評定点から問題なく履行がなされているこ
とを確認した。

工場内クレーン、重機及び計測用機械について、適正に性能検査やメンテナンスを行っていることを確
認した。

リース元の見積書を確認し、見積金額に基づいて積算がされていることを確認した。

本工事の施工に必要な人員が確保できることを確認するとともに、万が一、施工遅延が見込まれる場合
については、必要な作業員を確保できる体制を取るよう努めていることを確認した。

工事費については、企業ノウハウの活用による直接工事費の削減、企業努力による間接費の削減による
価格であり、適切な積算による額であることを確認した。

契約対象工事付近に手持ち工事があるものの、本工事の応札金額が低入札価格になったことには関係が
ないことを確認した。

契約対象工事に関連する手持ち工事があるものの、各工事の作業工程ごとに計画を立て、各工程に影響
が生じないよう検討していることを確認した。

製作工場と工事箇所が遠距離であるが、輸送費は必要分計上された上で入札していることを確認した。

手持ち資材はないが、安全管理関係資材についてはリース又は協力会社からの手持ち資材の利用が可能
であることを確認した。


